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1 一般社団法人 島根県出雲地区建設業協会青年部会

巻頭言

一般社団法人 

島根県出雲地区建設業協会青年部会

部 会 長 　 内 藤 正 和

日本の国民が待ち に待っ た歴史的瞬間である、 平成から 令和への改元が5月１

日に行われまし た。 天皇陛下が上皇と なり 、 その位を 生前に譲位さ れて皇太子

殿下が天皇に即位さ れる 事は、 誰し も 実際に経験し たこ と がなく 、 まさ に歴史

の新たな1ページを 刻むのに立ち会っ た瞬間でし た。 また、 10連休と 今までにな

い大型GW の真っ 只中と 言う 事も あり 日本列島はお祝いムード 一色に包まれるお

めでたい日を 迎えまし た。 同時に、 世界は今まさ に急激な変化を 遂げており 、

狩猟生活を 送っ ていた人類が農業革命、 工業革命、 サービ ス革命と 、 こ れまで

その生業の中心を 変化さ せてき た進化を こ れまでにない位に加速さ せ、 IT 、 情

報革命はこ れまでと は全く 違う 世界へ私たち を 誘っ ています。 そんな現代にお

いて人間と し て『 令』 を 尊び、 『 和』 を 以て社会を 形成する のは非常に重要だ

と 考えますし 、 その意味ではと ても 良い元号になっ たと 思います。 誰も が常時

カ メ ラ を 持ち 歩き 、 世界に向けて情報発信でき る 昨今、 あら ゆる 情報がさ ら さ

れる よ う になり まし た。 私たち は法治国家に暮ら す以上、 法令遵守は基本中の

基本ですが、 今のネッ ト 社会で炎上し ている 事例を 見る と 、 単に法律を 破っ て

非難を 浴びる だけではなく 、 人と し ての「 あり 方」 を 問われている こ と が少な

から ずあると 感じ まし た。

そんな令和の時代を 生き 抜く 為には、 法に縛ら れなく ても 正し い道を 進みた

いと 思う 原理原則に基づいた人と し て適切な判断を 積み重ねる こ と 、 人に向き

合い、 調和を 重んじ る こ と ではないかと 思います。 いつも 思う のは、 本当に業

績が良い会社は工事品質へのこ だわり が強く 、 同時に協力業者さ んと の関係強

化に心を 砕いておら れる こ と です。 元請け、 下請けと 言う 関係ではなく 、 業者

会の参加企業を 真のパート ナーだと 言われる 会社ほど 、 当然多く の職方が関わ

る 建設現場での工程の流れも スムースになり 、 次工程を 考えた工事を 全員が意
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識的に行えば、 工期は短縮さ れ品質も 利益率も 顧客満足も 高まる と 思います。

まさ に「 和を 以っ て『 高し 』 と なす」 です。 こ こ 近年、 業者会の内容を 見直し

て押し 付けでは無い情報提供や、 ディ スカ ッ ショ ン の場を 持つ会社が増えてい

る よ う です。 こ の流れを 後押し する かのよ う に、 今までの延長線には無いこ れ

から の令和時代を 生き 抜く ヒ ン ト を 、 新元号が密かに教えてく れている のでは

ないかと 思っ た次第です。

いよ いよ オリ ン ピ ッ ク イ ヤーです。 建設業界の総力を 結集し て完成さ せた競

技施設やイ ン フ ラ が、 ど のよ う に使われる か今から 楽し みですが一方、 ポスト

五輪時代に入る 象徴的な年でも あり ます。 建設業は成熟産業だと 思いますが、

自助努力によ る 成長・ 変革の余地は多分に残さ れています。 2020年代に入っ た

今、 旧来の枠組みにと ら われず未来に向けダイ ナミ ッ ク な進化を 目指すべき だ

と 思います。 未来は何を 求めている か。 着実に近づいてく る 未来の足音に耳を

すませ、 想像力を 働かせる 。 そし て、 未来から の要請に応える べく 創造力を 発

揮する。 青年部ら し く 未来をたぐ り 寄せたいと 思います。

今後と も 島根県出雲地区建設業協会青年部会並びに会員企業を はじ め、 関係

各位と 協同し て、 諸課題に取り 組む所存でござ いますので、 引続き ご理解ご支

援のほどを 何卒よろ し く お願い申し 上げます。



 

次世代建設就業者育成事業の背景と 目的

現場見学会・ 意見交換会の概要

　 本年度は、台風17号、19号により東日本を中心に各地で人的あるいは社会的に甚大な被害を及ぼし、直後

の災害復旧、その後の破壊された道路や橋、鉄道、さらに町並みの復旧と復興に果たしている土木工事、建

築工事の役割の大きさを見て、多く の人々が建設関係産業の重要性を再認識させられました。また、そこで働

く 多くの建設技術者、作業者の責任感と担っている社会的責務は、偉大なものであることに気付かされました。

　 現在、公共事業の大幅な減少とともに建設需要は東京を中心とした大都市と地方との地域間格差、さらに

は大手と中小での企業間格差が顕在化しており、地域の建設業は依然として厳しい状況に置かれています。

また、建設業においては若年技術者・ 技能労働者の入職者の減少、技能労働者の高齢化といった構造的な

問題も深刻な課題となっています。

　 道路・ 河川・ 橋梁、住宅・ 学校・ 保育所などの社会資本創出を整備し 災害に強い国土作りを進めるとともに、

災害発生時には迅速な復旧作業を行い、地域の安心・ 安全を守る建設業において、若年技術者・技能労働者

の入職者の減少は、建設業の問題だけではなく 、地域の問題として考えなければならないと考えます。

　 我々青年部会では、これまで出雲農林高等学校環境科学科２年生を対象に現場見学会に合わせて若手

技術者を交えた意見交換会を平成25年度から開催しています。本年度から、出雲農林高校以外の高校にも

お声がけをさせていただき、将来の建設業の担い手となる若年者に対して建設業の魅力を発信し、「 ものづく

りの喜び」「 やりがいのある」業界であるというメッセージをしっかりと伝え建設業への入職定着に繋げるため事

業を行いました。

●建設機械搭乗体験　    

(上塩冶スポーツセンタ ー運動広場)

(内容)

重機搭乗体験

　 アーティ キュレート ダンプ 2台  

　 バックホウ 0.7m 3級 2台 

　 コンバインド ローラー 1台

●斐伊川放水路分流堰見学 　    

(斐伊川放水路分流堰) 

(内容)  

国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所  

による放水路事業説明  

斐伊川放水路分流堰・ 管理棟見学  

●し まね建設産業　 イメ ージアップ女子会による説明（ 待ち時間を利用）

●現場見学会

発注者　 国土交通省中国地方整備局　 松江国道事務所   

受注者　 株式会社　 フクダ   

工事名　 大田静間道路鳥井地区改良第３工事  

施工場所　 島根県大田市鳥井地内   

　（ 内容）   

　 　 松江国道事務所　 挨拶及び事業概要等説明   

　 　 施工現場見学（ カ ルバート 工、橋台工）   

　 　３Ｄ 映像による現場のキャド イメ ージ体験（ TV利用）   

　 　 快適ト イレ・ 休憩所視察   

昼食・ 休憩・ 意見交換会 

9:00～12:00

12：00～13 :00

13 :00～15 :00

● 学校名　 出雲農林高等学校、出雲西高等学校、出雲北陵高等学校    

● 開催日　 令和元年１０月３０日（ 水）

● 参加者   出雲農林高校境科学科２年生　 ３２名、教員２名

　 　 　        出雲西高等学校　 　 　 ２年生 　  ３名、教員１名

　 　 　 　 　  出雲北陵高等学校      １年生   １０名、２年生１３名、教員２名
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 建設機械搭乗体験

コンバインド ローラ ーの搭乗体験

バックホウの搭乗体験

▲ダンプの前で記念撮影▼

ダンプの搭乗体験
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  大田静間道路鳥井地区改良第3 工事

松江国道事務所 建設監督官坂田様、株式会社フクダ犬山様より

事業概要と 工事内容について説明を受けまし た。

施工中のカルバート 工、橋台工を見学しまし た。

3 D 映像による現場のCADイメ ージ体験

快適ト イレの説明
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斐伊川放水路事業説明

意見交換会

テレビ放送・ 新聞記事掲載

令和元年11 月2 日（ 土） 掲載　 興業タ イムス令和元年11 月5 日（ 火） 放送　 　 出雲ケーブルビジョ ン

令和元年1 0 月3 0 日（ 水） 放送　 N H K

出雲河川事務所  飯田様から の事業説明 分流堰見学

参加し た高校生と 青年部会の会員と 意見交換を行いまし た。様々な質問が飛び交い、と ても 活発な意見交換会でし た。

分流堰管理棟の屋上から 見学

次世代建設就業者育成事業
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次世代建設就業者育成事業

工事現場見学会・ 意見交換会に参加し て

岡　 田　 天　 翔
島根県立出雲農林高等学校

環境科学科２ 年

今回の現場見学では、 学校では勉強し ないこ と や普段入れ

ない所で様々な体験ができ て良かっ たです。 僕が今回の現場

見学で特に印象に残っ ている も のは一番最初に行っ た建設機

械の搭乗体験です。 ダンプやバッ ク ホウに実際に乗っ て運転する と いう こ と

は初めてだっ たので非常に良い体験になり まし た。 また、 ダンプの運転は車

と ほと んど同じ でし たが、 バッ ク ホウは操縦レ バーが何個も あり 、 操縦し な

がら 覚える と いう 感じ だっ たのでかなり 難し かっ たです。 今回の搭乗体験で

建設機械について知るこ と ができ たので良かっ たです。

次に印象に残っ ているのは大田・ 静間道路の見学です。 高速道路の見学に

は何回か行っ たこ と があり まし たが、 今回の高速道路では実際に出来上がる

橋台の 75 分の 1 のサイ ズの模型があり まし た。 出来上がる 前から どのよ う

なも のができ るのかがわかる よう になっ ていたので作業や計画に利用でき る

と 思いまし た。 また、 パソ コ ン には３ D 画像で設計図が映し 出さ れていて作

る 前から 意見交換などに役立つのだと 思いまし た。 他にも 、 重機を 近く に置

いた時にどの位置に置けば一番安全かと かどう 回っ たら 道路に出て危ないだ

と か安全確認をし っ かり し てから 作業をするこ と ができ ると 思いまし た。

最後に印象に残っ ている のが斐伊川放水路の見学です。 こ の見学では斐伊

川の放水路がなぜ作ら れたのかと かどう なっ たら 水を 流すのかなどを 知るこ

と ができ まし た。 また、 普段は絶対にいけない水門の近く まで行く こ と がで

き まし た。 斐伊川の放水路は見るこ と はあっ ても 斐伊川の放水路の歴史は全

く 知ら なかっ たので、 今回知る こ と ができ て良かっ たと 思いまし た。 ま た、

斐伊川の放水路が何の役割を し ている のかを 詳し く 丁寧に説明し て頂き まし

た。 僕は今回の説明を 聞く まで斐伊川はあまり 長く ないと 思っ ていたけど中

海まで全部斐伊川だと いう 事がわかり すごく 驚き まし た。

今回の現場見学では初めて知っ たり 、 初めてのこ と を 体験する こ と ができ

て非常に良い経験になっ たと 思う し 、 今回のこ と は未来の進路決定や将来に

も 役に立つこ と なのでこ の経験を 踏まえて、 今後の学校生活や未来の進路決

定に活かし ていき たいと 思いまし た。
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工事現場見学会・ 意見交換会に参加し て

武　 田　 梨　 沙
島根県立出雲農林高等学校

環境科学科２ 年

まず、 建設機械搭乗体験を 行いまし た。 バッ ク ホウやアー

ティ キュ レ ート ダンプなどに搭乗し まし た。アーティ キュ レ ー

ト ダン プは、 今まで乗っ たこ と がなかっ たので乗る 前はと ても 不安でし た 。

し かし 、 実際に乗っ てみる と 意外と 操縦が簡単で、 と ても 楽し かっ たです。

　 次にバッ ク ホウに乗り まし た。 バッ ク ホウは環境科学科のオープン スク ー

ルで 1 度乗っ たこ と があり ますが、操縦の仕方は全く 覚えていませんでし た。

最初見たと き は、 アーティ キュ レ ート ダンプの方が操縦が難し そう に見えま

し た。 し かし 、 乗っ てみる と バッ ク ホウの方が難し く 感じ まし た。 その後、

島根県の建設業界で働いておら れる 女性の方々から 建設業についてお話を 聞

き まし た。 最近では、 女性でも 働き やすいよ う に機械が進化し ている と 聞い

てびっ く り し まし た。 また、 イ メ ージアッ プ女子会と いう 会がある こ と も は

じ めて知り まし た。 こ のよ う な会があると 、 建設業界に女性が入り やすく な

ると 思いまし た。

次に、 斐伊川放水路分流堰に行き まし た。 斐伊川放水路で 1 番驚いたこ と

は、 斐伊川放水路を 作る ためにかかる費用が約 2500 億円だっ たと いう こ と

です。 想像以上の金額にびっ く り し まし た。 その他にも 、 斐伊川は砂河川の

ため、 洪水時に大量の砂が流下する特性があるので、 そのためにも 沈砂池を

設置し たり 沈砂池に溜まっ た砂を 一時保管する土砂スト ッ ク ヤード がある と

知っ て驚き まし た。 こ の放水路と 上流のダム、 下流の大橋川の改修がセッ ト

になっ て斐伊川の氾濫を防ぐ こ と を知り まし た。

次に、 大田静間道路鳥井地区改良工事の現場に行き まし た。 こ の道路が作

ら れる 3 つの理由が、 交通事故の減少と 渋滞の緩和、 一刻を 争う 救急活動

の支援、 活発な交流・ 連携や個性の発揮・ 経済活力の増進と いう こ と で、 私

たちの生活にと っ て必要な道路だと 思いまし た。 私がこ の現場で１ 番印象に

残っ たのは、３ 次元データ です。3 次元データ では、どこ の角度から でも イ メ ー

ジ図を 見るこ と ができ、 どの機械で作業すると 良いのかなどの問題に役立つ

最新の技術でし た。

今回の体験・ 見学は今まで知ら なかっ たこ と を たく さ ん知るこ と ができ ま

し た。普段、体験し ない乗り 物に乗るこ と も でき て、と ても 貴重な体験でし た。

今回の体験を 、 今後の職業選択の参考にし たいと 思います。

次世代建設就業者育成事業
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工事現場見学会・ 意見交換会に参加し て

川　 端　 　 　 光

出雲北陵高等学校

普通科　 2 年

10 月 30 日に建設現場見学に行っ てき まし た。 建設現場見

学には行っ たこ と がなかっ たので、 すごく 楽し みでし た。 出

雲西高校の人と 一緒にバスに乗っ て行き まし た。

まず一番最初に行っ たのは、 斐伊川放水路でし た。 斐伊川放水路では、 放

水路の説明や放水路を 動かす機械の説明を 聞いたり 、 下に降り て放水路を 近

く で見学し たり し まし た。 近く で見ると かなり 大き く てと ても 迫力があり ま

し た。 放水路に水を 流す時は、 すごい迫力なんだろ う なと 思いまし た。

次に上塩冶スポーツ セン タ ーに行き まし た。 そこ では、 ショ ベルカ ーと ダ

ン プカ ーと ロ ード ローラ ーを 操縦し まし た。 ショ ベルカ ーはショ ベルの部分

を 自由に操縦さ せても ら いまし た。 ショ ベルカ ーはオペレ ータ ーの指導のも

と 、 自分達で機械を 操縦し まし たが、 動かすためにやる こ と が多すぎてと て

も 難し かっ たです。 ダンプカ ーは前進と 後進を さ せても ら いまし た。 普通の

車に比べて運転席が少し 高く て怖かっ たです。 ロード ロ ーラ ーは運転する の

はそこ まで難し く は感じ ませんでし たがショ ベルカ ーやダン プカ ーと は違い

早く 運転し なければいけなかっ たのでそこ が大変でし た。今回、ショ ベルカ ー

と ダン プカ ーと ロ ード ローラ ーに乗っ てみて、 建設の仕事を し ている 人たち

が毎日重機に乗っ て働いていると 考える と 大変なこ と だなと 思いまし た。 と

ても 良い経験になり まし た。

最後に僕たち は現場見学会で大田の方に行き まし た。 そこ では地盤改良の

工事やカ ルバート を 作っ ておら れまし た。 その工事の発注者は国土交通省で

請負金額は税込 23,625 万円だそう です。 その現場で僕たちは CIM について

話を聞いたり 、 建設物を 近く で見て説明を聞いたり し まし た。 CIM と は、 コ

ン スト ラ ク ショ ン・ イ ン フ ォ メ ーショ ン・ モデリ ン グの省略で、 意味は『 ①

計画・ 調査・ 設計』 段階から ３ 次元モデルを 導入し 、 その後の『 ②施工』『 ③

維持・ 管理』 の各段階においても 情報を 充実さ せながら こ れを 活用する こ と

だそう です。 建設現場見学を し て思っ たこ と は、 一歩間違えたら 、 と ても 危

険なので注意し なければなら ない仕事だなと 思いまし た。

今日の建設現場見学を 終えて建設業の印象が変わり まし た。 最初はつら い

労働ばかり でと ても き つい仕事かと 思っ ていまし たが、 楽し そう に建設業の

話を する方々を 見て、 ただただき ついだけじ ゃ なく 楽し さ や、 やり がいがあ

る んだなと 思いまし た。 今回の建設現場見学は良い経験になり と ても 良かっ

たです。 あり がと う ございまし た。
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工事現場見学会・ 意見交換会に参加し て

三　 島　 朋　 尚
出雲西高等学校

普通科　 2 年

僕は始め、 建設業には興味がなく 、 具体的にど んな仕事を

する のかわから なかっ たので体験に参加するこ と にし まし た。

でも 、 今回の体験を 通し て今ま で知ら なかっ たこ と を たく さ

ん知る こ と ができ まし た。 重機を 動かすこ と の楽し さ 、 設計や施工、 専門工

事業など建設業にも いろ いろ な役割がある こ と などを 教えても ら いまし た。

正直、初めは建設業に対し てあまり よいイ メ ージを 持っ ていませんでし たが、

こ の体験で建設業に興味がわき、 僕の将来の進路選択の一つと し て考えたい

と 思いまし た。

また、 建設業には魅力ややり がいがたく さ んあるこ と も わかり まし た。 自

分たち が作っ たも のが地図上に残るこ と 、 大き なスケールでも のづく り がで

き るこ と や協力し て一つのも のを 作り 上げる こ と の素晴ら し さ などを 聞く こ

と ができ 、 良い仕事だと 感じ まし た。 例えば、 家を 建てる と き には、 その家

族の要望を 聞いて、 世界に一つだけのオリ ジナルのも のができ ます。 それが

でき たと き の喜び、 また、 喜んでも ら えたと き の嬉し さ が、 こ の仕事のやり

がいだと 思いまし た。

僕は建設業の中でも 施工の仕事に一番興味があり ます。 も のを 組み立てた

り 、 作っ たり する こ と が好き だから です。 また、 こ の仕事は一人では絶対で

き ないこ と で、人と 協力し て一つのも のを作り あげます。 そのためには、し っ

かり コ ミ ュ ニケーショ ン を と っ て、 信頼関係を 築いていく こ と も 大事だと 思

います。 建設業の仕事は、人に喜んでも ら えるやり がいのある仕事でも あり 、

自分が成長でき る仕事であると 思いまし た。

こ の体験は、 いろ いろ なこ と を 学んだり 考えたり する 本当に良い機会だっ

たと 思います。 こ れから 、 建設業の仕事も 含めて、 自分の進路についてし っ

かり 考えていき たいと 思います。
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しまね建設産業イメージアップ女子会

令和元年 10 月 30 日、 高校生を 対象と し た現場見学会に「 し まね建設業イ

メ ージアッ プ女子会」 と し て参加さ せていただき まし た。 今回で女子会の参

加は 4 回目になり ますが、 今回は出雲農林高校だけでなく 、 初めて出雲北陵

高校・ 出雲西高校の生徒さ んにも 参加し ていただき まし た。

○建設機械搭乗体験（ 女子会 PR の場）

バッ ク ホウと アーテ ィ キュ レ ート ダン プ の搭乗体験の待ち 時間を 利用し

て、 女子会の活動を PR さ せていただき まし た。

「 建設産業イ メ ージアッ プカ レ ン ダー」 や「 し まね建設女子図鑑」 を 見て

も ら いながら 、 高校卒業後の進路や建設業に対する イ メ ージを 質問し たり 、

生徒の皆さ んから 給料はどのく ら いかや、 仕事はキツイ ですかなどの質問を

受けたり し て、 楽し く フ ラ ンク に交流するこ と ができ まし た。

交流を 通し て、 年々女子生徒さ んが増えており 、 女子会カ レ ンダーの知名

度も 上がっ てき ている印象を 受けまし た。

○現場見学

現場見学では山陰道の現場へ行き まし た。 工事の説明を 受けてから 実際に

安全帯を 着けて足場を 登っ たり 、 3D キャ ド の映像やド ロ ーン を 見たり し ま

し た。 生徒の皆さ んはド ロ ーン が飛行し ている 様子に釘付けでし た。 また、

快適ト イ レ を 見た先生方は、 最近はき れいで洋式ト イ レ も あっ たり と 、 現場

の仮設ト イ レのイ メ ージが変わっ たと 驚いておら れまし た。

普段他の会社の現場を 見る こ と が無いので、 私自身も 新鮮で刺激を 受けま

し た。

女子会の活動を 知っ ても ら っ たり 、 生徒さ ん達と 気軽に交流でき るこ と は

女子会にと っ ても と ても 貴重な機会でし た。 こ れから も 建設業の魅力を 発信

し 続け、 それが未来を 担う 高校生の皆さ んの心に届く と 嬉し いです。
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出雲農林高校に進学し た理由は何ですか ※農林高校生のみ回答

高校卒業後の進路について伺います

建設会社に就職するため

建設業に興味があっ た 

特に理由なし  

家業を継承するため

その他 

就職を希望

進学を希望

専門学校

その他

アンケート
結果

実施日／対象者

■…令和元年1 0 月3 0日／見学会参加生徒　
　 　 5 8 名（ 出雲農林高校3 2 名、出雲北陵高校2 3 名、出雲西高校3 名）

■…平成3 0 年1 0 月3 0日／見学会参加生徒　 3 9 名（ 出雲農林高校3 9 名）

■…平成2 9 年1 1 月1日／見学会参加生徒　 3 9 名（ 出雲農林高校3 9 名）

0 %  
0 %  

0 %  
0 %  

1 8 %  

8 %  
2 1 %  

3 1 %  

5 6 %  

6 0 %  

6 4 %  

6 4 %  

2 4 %  

4 1 %  

3 3 %  

7 %  

8 %  

2 %  

5 %  

5 4 %  

1 9 %  

2 8 %  
4 6 %  

5 4 %  

1 3 %  

1 3 %  

3 %  
0 %  

0 %  

6 4 %  

6 2 %  

3 3 %  

2 8 %  

2 1 %  

1 9 %  

1 5 %  

1 5 %  
8 %  

6 %  

3 6 %  

2 0 %  
1 2 %  

5 %  

0 %  
0 %  

0 %  
0 %  

0 %  

0 %  

2 3 %  

2 6 %  
2 4 %  

5 4 %  

5 9 %  

4 1 %  

未定

家業の跡継ぎ

未回答

大学（ 建設関連）

大学（ 建設以外）

短大

6 %  

1 9 %  

1 8 %  

1 9 %  
3 1 %  

2 8 %  

2 8 %  

2 6 %  

4 7 %  

3 1 %  

1 3 %  

1 0 %  

1 0 %  

1 4 %  
2 2 %  

0 %  
0 %  

0 %  
0 %  
0 %  

6 0 %  
4 4 %  

5 6 %  

3 8 %  

3 0 %  

1 0 %  

1 2 %  

2 2 %  

6 %  

就職を 希望し た人 進学を 希望し た人

建設会社

測量会社

建設以外

公務員

その他

も のづく り の喜び

地図に建設物を残すこ と ができる

大型の建設機械を運転できる

スケールの大き な仕事ができる

汗を流し て働く こ と ができる

災害から 住民を守るこ と ができる

特に魅力を感じ ない

未回答

建設業の魅力について感じ る も のは何ですか（ 複数回答）
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本日の現場見学で感じ たこ と はあり まし たか（ 複数回答）

現場で働く 人はかっ こ いい

現場監督になっ て工事をし てみたい

現場の職人と なっ て、 も のを造っ てみたい

建設現場はスケールが大きい

建設機械を自分も 運転し てみたい

自分の仕事も 地図に残し たい

設計をし てみたい

現場の仕事は力仕事が多く てきつそう

野外作業が多く 、 汚れる

現場は危険が多い

その他

未回答

本日の現場見学会に参加し て建設業に就職し たいと 思いまし たか

就職し たい

就職し たく ない

よく 分から ない

検討中

その他

未回答

■…令和元年度

■…平成3 0 年度　

■…平成2 9 年度

2 8 %  

2 8 %  

1 7 %  

0 %  
0 %  

0 %  
0 %  

0 %  

1 5 %  

8 %  

8 %  

3 %  

3 %  

5 %  

3 %  
3 %  

1 7 %  

2 1 %  

9 %  

9 %  

4 1 %  
4 9 %  

3 6 %  

3 1 %  

3 6 %  

1 3 %  
2 1 %  

1 5 %  

1 3 %  

3 6 %  

1 0 %  

1 0 %  

6 2 %  

5 3 %  

5 9 %  

5 5 %  

2 3 %  
1 8 %  

1 6 %  

1 6 %  

2 7 %  

5 %  

5 %  

5 %  

6 7 %  
4 6 %  

3 6 %  

3 6 %  

0 %  
0 %  

0 %  
0 %  

0 %  
0 %  

アンケート 結果（ まと め）
　 今回の事業では、前回まで参加し て頂いている出雲農林高校生の皆さ んの他に、出雲西高校、出雲北陵高校の生徒

の皆さ んにも 参加し ていただきまし た。

　 建設業の魅力をどう すれば伝わるのかを考え、普段立ち入ること のできない現場や施設の見学、建設機械の搭乗体

験などをし ていただきまし た。それらを通し 以下の事を伝えること ができまし た。

　 　 ①建設業が手がけている「 街づく り 」は、多く の人々の暮らしを支えること につながっていること

　 　 ②自分が携わった仕事が地図に記録さ れ、後世にまで残っていく「 も のづく り 」の醍醐味があること

　 　 ③たく さ んの人と 協力し て物事を成し 遂げていく 喜び

　 また、「 本日の現場見学に参加し て建設業に就職し たいと 思いまし たか」の問いに対し ては「 就職し たい」と「 検討中」

を合わせると 5 2％も の多く の生徒に、本事業を通し て建設業の魅力が伝わった結果興味を抱いていただけたのではな

いかと 思います。

　 地方の建設業にとって若手技術者・ 技能労働者の不足は本当に深刻な問題です。そし て、地域の方々にとっても「 街」

の基盤を作る人材の不足と いう のは深刻な問題だと 思います。今後も 更なる人材確保・ 育成の取組みとし て継続的に

事業を行う 事が必要不可欠であると 考えます。

13 一般社団法人 島根県出雲地区建設業協会青年部会



次世代建設就業者育成事業

次世代建設就業者育成事業（ 現場見学会）を

実施し て感じること（ 考察）

卒業後の進路状況

見学会の効果大！
建設業への就職者数
1 桁から 2 桁へ

事業実施後の
最初の卒業生

過半数突破！

建設系 （進学・就職）

R 1年度

38 人

11 人

4 人

23 人

　 平成25年から 実施し た現場見学会は今年度で7回目となり、本事業をより多く

の方へ周知出来ればとの思いから 今年度は出雲西高等学校と出雲北陵高等学

校にも参加をし て頂きまし た。

　 高校卒業後の進路の状況について本事業開始前と 開始後の就職先について調査を行いまし

た。アンケート 結果からも今年度は例年以上に極めて多く の生徒から 興味や関心を頂いている事

がわかります。それは東京オリンピックへ向けてのインフラ整備や近年多発し ている自然災害によ

る甚大な被害情報をT V 等で知り、建設業の仕事や必要性を認識することで、興味や好印象を

持った方が増えているからだと 思います。本事業は普段何気なく 見て通る道や橋を作る過程を見

て体験し てもらうことにより、T V では分らない「 楽しさ 」や「 やりがい」を肌で感じ て頂く 事ができま

す。これから 進路を検討し て行く 生徒達にとって、イメ ージが湧きやすい体験事業で有り、その結

果が成果とし て現れていると考えます。

　 今日、建設業界の若手技術者、技能者不足は我々建設業界にとって深刻な問題となっていま

す。それは今まで培ってきた熟練経験者が、引退の時期を迎え、技術継承を受ける若手技術者不

足が発生し ているためです。人材不足は地域の方々にとっても重要である維持修繕や、自然災害

による復興事業など へ影響する、とても深刻な問題だと思います。

　 今後も本事業を継続し て行い、これから進路を検討される生徒達に、建設業の役割と魅力を伝

え、より多く の入職者が増える活動を行っていきたいと思います。

島根県立出雲農林高校環境科学科 進路決定状況より

㈱ 三 原 組 　

経営研究委員会　 委員長　

三　 原　 惇　 志

2 0 名突破！
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経営研究委員会　 副委員長

㈱ 板 倉 重 機 　 持　 田　 　 　 充

出雲農林高校（ 環境科学科）

中学生一日体験入学支援事業に参加し て

令和元年 8 月 9 日（ 金） 出雲市内外の中学 3 年生を 対象と し た、 島根県立出雲農

林高等学校主催の一日体験入学に参加し まし た。

こ の支援事業も 平成 28 年より 実施し て今回で 4 回目と なり ます。 こ れ以外にも 、

建設業における若手就職希望者の確保・ 促進の一環と し て、 出雲地区で唯一の土木

系専門学科（ 環境科学科） を 有する同校の生徒さ んと は、 毎年現場見学会や意見交

換会および建設機械搭乗体験会を継続的に実施し ています。

し かし 、 建設業界の現状は技術者および作業員の高齢化と 深刻な人手不足が続い

ており 、 我々青年部会では、 中学生を含むより 低年齢層へ向けて建設業に対する興

味と 関心の高揚を 図り 、 魅力を も っ と 知っ ても ら う こ と を重要視し 、 本事業の協力

を行っ ており ます。

当日は気温も 30 度を 超える暑さ と なり まし たが、 参加し た総勢 39 人の中学生を

午前の部（ 2 回） と 午後の部（ 2 回） に分け、青年部会で用意し た建設機械 3 台（ 0.25

㎥バッ ク ホウ 2 台・ 0.2㎥バッ ク ホウ 1 台） の搭乗体験（ 掘削） をメ イ ンに実施し た

ほか、 建設現場の写真のパネル展示や、 環境科学科の生徒が現場見学会の体験を 基

に作製し た DVD の視聴をし て頂きまし た。

バッ ク ホウの搭乗体験では、 青年部会員から の運転操作等の説明時には緊張し た

表情でし たが、 実際に土を掘る操作が始まると 真剣な表情から 次第に表情も 柔ら か

く なり 、 乗り 終える と みんな笑顔だっ たのが印象的でし た。 中には Y ouT ube 動画

でバッ ク ホウ操作をシミ ュ レ ーショ ンし てき た生徒がいたのには驚き まし たが、 興

味を持っ た子供達が少なから ず存在するこ と に嬉し く 思いまし た。

パネル展示や DVD 視聴では、 写真を 見ながら 建設現場での仕事の内容等を 説明

し 、 積極的に質問をする生徒も 見受けら れ、 建設業界の魅力を アピールすると ても

良い交流の場と なり まし た。

また、 環境科学科の生徒が積極的に中学生に話し かけて 、 学校生活での質問につ

いても し っ かり 笑顔で対応し ていまし た。

最後に、 建設業界も 人手不足の状況ですが、 現在環境科学科を 希望する生徒も 減

少し ているよう です。

し かし ながら 、 近年は建設業に対する悪いイ メ ージ（ 汚い・ き つい・ 危険） を 改

善する努力が進み、 男女問わず働ける作業環境が整いつつあり ます。

今回一日体験入学に参加さ れた中学生にと っ て 、 今後の進路に対する意識付けと

なっ て、 将来建設業への就職者が 1 人でも 多く 増える事を願っ ています。

次世代建設就業者育成事業
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地域貢献事業報告

地域貢献委員会　 委員長

今 岡 工 務 店 　 今　 岡　 宏　 典

第20回ふるさとまるごとクリーンアップ作戦
～2019道路清掃～

　 出雲地区建設業協会青年部会の事業と し て、 令和元年7月24日に『 ふる さ と まる

ごと ク リ ーン アッ プ作戦』 を 実施し まし た。 昨年度に引き 続き 、 出雲市駅周辺の県

道・ 市道の歩道部について、 ゴミ 拾いを 会員36名、 事務局2名、 協力会社3名の合計

41名で行い、 成果と し ては可燃ごみ・ 不燃ごみ合わせて約10ｋ ｇ 回収し まし た。

　 皆さ んも 、 出雲市駅周辺は車で通っ たり 、 歩かれたこ と があるかと 思いますが、

目立っ て落ち ている ゴミ はなく 、 き れいな出雲市の街だと いう 印象がある と 思いま

す。 実際に清掃活動を 行っ た際にも 、 目立つよ う なと こ ろ には、 ゴミ はほと んど

あり ませんでし た。 し かし 、 ゆっ く り 歩き 目を 凝ら し てみると 、 植込みの中に空き

缶・ お菓子の袋等、 歩道の際にタ バコ の吸い殻等が捨てら れている のがわかり ま

す。 予想し ていた以上にゴミ を 回収でき 、 後日行われた出雲神話祭り 、 出雲盆踊り

の会場と し て賑わっ た駅周辺の美化に貢献でき たのではないかと 思います。

　 こ の事業を通じ て、 参加さ れた皆さ んには普段から ‘’目についたら ゴミ を 拾い、 わ

が町を き れいにし よう ‘’と いう 意識が芽生えたと 思います。 こ れから も 、 地域に貢献

し ていけるよう な事業と し て継続できたら と 思います。
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会員交流委員会　 委員

㈱ 中 筋 組 　 石　 飛　 大　 輔

意見交換会2019

　 令和元年 10 月 16 日に出雲建設会館において、青年部会経営研究委員会が担当する、

「 意見交換会 2019」 を開催致し まし た。

　 研修会では、 出雲県土整備事務所より 東部県民センタ ー建築課 課長 松本英伸様、

土木工務部都市整備課 係長 下垣智之様、 技術専門監 福島昇様をお迎えし 、 ご講演

いただきまし た。

　 松本課長には「 浜山公園野球場改築工事の進捗状況について」 と 題し 、 改築工事

を 計画する 上で現状の問題点を どのよ う に改善計画を し 、 現況どこ まで工事が進捗

し ているのかご講演し ていただき まし た。 利用者がより 良い環境で利用でき る よう

に様々な角度から 協議・ 検討が行われ、 品質管理を 徹底し ている こ と を 知る こ と が

出来まし た。

　 下垣係長には「 神門通り 線（ 2 工区） について」 と 題し 、 神門通り の歴史、 事業計

画の概要・ スケジュ ールについてご講演し ていただき まし た。 イ ン フ ラ 整備を する

こ と による 自動車速度の低減を 図り 安心し て楽し みながら 歩ける 道へ。 観光客のま

ち歩き エリ アの拡大による 雇用創出・ 地域活性化を 事業の整備効果と し て挙げてお

ら れ、 出雲大社周辺に観光客や地元の方も 含め賑わう 様子が想像でき まし た。

　 福島技術専門監には「 知っ て！来て！楽し んで！し まねの自然公園満喫プロ ジェ

ク ト 」 と 題し 、 日本の国立公園は優れた自然のみなら ず、 その自然に育まれた伝統

文化や食などの地元特有の人の暮ら し に

触れら れる 公園と し て非日常な体験を 世

界の人々に提供し イ ン バウン ド 市場を 創

造さ せる 事が必要だと 講演し ていただき

まし た。 外国人観光客数が増加し ている

中でイ ン バウン ド 観光は日本ら し い地域

で地元ガイ ド がいればどの地域でも 実施

出来て、 国立公園の素晴ら し さ を 知る こ

と ができまし た。

会員交流事業報告

令和元年度事業報告
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令和元年度事業報告

地域貢献委員会　 委員

㈱ 今 岡 興 産 　 日　 野　 　 肇

土木の日記念イベント 2019

今年で 5 回目と なる『 土木の日記念イ ベント 』 を 、 国土交通省出雲河川事務所・

島根県出雲県土整備事務所・ 出雲市・ し まね建設産業イ メ ージアッ プ女子会の皆様

と と も に、 11 月 16 日に開催し まし た。

青年部会では、 メ イ ン会場の上塩冶スポーツセンタ ーで、 ド ボク 模型・ ミ ニチュ

ア重機・ も のづく り など、 またサブ会場の斐伊川放水路内で、 バッ ク ホウ・ 高所作

業車・ タ イ ヤローラ ー・ グレ ーダーの搭乗体験のブース等を担当し まし た。 私は今

回初めて参加さ せても ら い「 ト ンネルはなぜ崩れないか」 と いう 仕組みをド ボク 模

型を使用し 説明し まし た。 当日は藤井基礎設計様に模型をお借り し 一緒に説明し て

頂き まし たが、 私の拙い説明を一生懸命聞いてく れている子供達への補足や、 専門

用語を 使っ て鋭い質問を し てく るお母さ んにたじ ろ ぐ 私を フ ォ ローし ていただき 大

変助かり まし た。

メ イ ン会場ではミ ニチュ ア重機コ ーナーが小さ な子に大人気で 「 やっ ぱり 子供は

重機が好き なんだな」 と 感じ まし た。 また、 も のづく り コ ーナーでは講師の方の指

導の下、 売り 物ではないかと 思えるよう なク オリ ティ の木工細工を楽し そう に作っ

ているお母さ んと 娘さ んの微笑まし い姿も あり まし た。 サブ会場では、 遠く から 見

ただけですが、 重機に乗っ て写真撮影を し たり 高所作業車に搭乗するために順番待

ちをし ている子供達がたく さ んいて賑わっ ていまし た。

今回参加さ せて頂き 来場さ れた方々に説明するこ と の難し さ や、 自分の知識不足

を 痛感する場面も あり まし たが、 こ んな私でも 少し は建設業に興味を も っ ても ら え

るよう お手伝いでき たのかなと 思っ ています。

最後になり まし たが、 土木の日記念イ ベント にたずさ わら れたすべての皆様、 本

当にあり がと う ございまし た｡

会員交流事業報告
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卒業にあたり

今 岡 工 業 ㈱ 　 今　 岡　 幹　 晴

岩 成 工 業 ㈱ 　 西　 村　 善　 文

㈱ 日 本 海 建 設 　 青　 砥　 正　 人

卒 業にあ たり

　 2002年入会以来18年の長きにわたり在籍させて頂きました。

　 この約20年間は、まさに激動というにふさわしい時代で、特に建設業界は180度ま

でとは言わなくても、大きく変化し、進化したように感じます。

　 青年部の事業の方も、入会当初は道路や海岸の清掃や、親睦交流がメインだったように記憶してい

ますが、近年は発注者との意見交換や、担い手確保に重点をおいた事業等、業界の課題解決に向け

ての数多くの事業が行われるようになりました。

　 私も、28歳から46歳迄のまさに青年時代を青年部に在籍し、県協会にも出向したことから、島根県内

外の多くの方との交流を深め、各地の業界の実情等も知ることができました。今日まで、微力ながら活

動できましたことは、会員の皆様や事務局の方の御理解と御協力があってのことと改めて感謝を致し

ております。

　 今後も業界における課題は山積しておりますが、若い力を集め、既成の概念に捉われることなく、活

発な青年部活動を展開されますことを期待し、御礼と致します。

　 平成27年度に青年部会に入会させていただいてから5年の歳月が過ぎ、いよい

よ卒業の時を迎えることとなりました。

　 平成27年度は会員交流委員会、平成28年度からは経営研究委員会に所属さ

せていただきました。入会当初は私の力不足により青年部の活動に貢献できませんでしたが、経営研

究委員会も4年目になり経営研究委員会の事業にもやっと慣れてきました。来年は三原委員長の負担

軽減のために、事業の一つでも担当しようかと思っていたら、卒業の時を迎えることになり、とてもとても

残念です。

　 5年間を振り返り、青年部に入会していなければ知り合うことのなかった会員の皆様と交流すること

ができ、多くの事業を経験できたことは、私にとって一番の宝物です。

　 最後に、すでに卒業された先輩方及び会員の皆様、そして事務局の皆様、お世話になりました。青

年部会の今後益 の々ご発展と会員の方 の々ご活躍をお祈り申し上げております。

　 本当にありがとうございました。

　 この度、青年部会を卒業させていただくこととなりました。平成24年度に入会させ

て頂いてから8年間、皆様のおかげで大過なく卒業を迎えさせて頂きましたことを深

く感謝申し上げます。

　 在籍中は多くの事業に参加させて頂きました。特に思い出されるのは、やはり創立20周年の事業で

す。周年事業委員長という大役をお受けし前年度から準備を始めて迎えた平成29年度は創立20周

年の事業に明け暮れた日々 でした。この事業では会員・事務局、多数の皆様にお世話になり無事に終

えることができました。その中でも、力不足の私を力強くバックアップしていただいた当時の山﨑部会長

と大野運営専務、私の無理難題を嫌な顔もせず快く協力していただいたE戸さんとM 原さんとは多く

の時間を共に活動させて頂き楽しい思い出です。長いようで短かった8年間、中身の濃いお付き合いを

させていただいた皆様との繋がりは私にとって一番の財産となりました。

　 最後になりますが皆様には大変お世話になりました。楽しい時間をありがとうございました。
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㈲ 丸 嘉 土 建 　 山　 根　 英　 二

㈱ 内 藤 組 　 内　 藤　 正　 和

㈱ 佐 藤 組 　 佐　 藤　 精　 一

　 平成２３ 年に青年部会に入会し９ 年間在籍させていただきました。いろいろ

な方にご迷惑をおかけしましたが、皆様と一緒に様 な々活動ができ、会員の皆

様と交流ができたことは自分にとって非常に有意義な経験だったと思います。

　 一番印象に残っているのは、地域貢献委員会で携わった活動です。

　『 ふるさとまるごとクリーンアップ作戦』では、猛暑の中、空港周辺道路を刈払機を担ぎ草刈をし

たり、出雲市駅周辺の歩道の清掃活動を行いました。

　 また、国土交通省・ 島根県・ 出雲市等の他団体と協力し『 土木の日記念イベント 』を行い、地域

住民の皆様に多数参加していただきました。日常の業務とは異なる活動に参加させて頂き大変

貴重な経験をさせて頂きました。

　 今後も、この青年部会を通じて知り合った皆様との縁、経験を大切にして活動していきたいと

思います。最後になりますが、会員並びに事務局の皆様にはお世話になり本当にありがとうござ

いました。

　 平成20年度に青年部会に入会させていただいてから12年が経ち、時代も平成

から令和へ改元し建設業界を取り巻く環境は、引き続き厳しい状況に変わりはない

と感じます。

　 青年部会に入会してから今日までの間、多くの皆様とネットワークを築くことが出来ました。青年部会

ならではの出逢いや経験もさせていただき、その中で多くの知識も得ることが出来たことは、一生の財

産になりました。そして、出逢った皆様と同時期に過ごせたことは、何よりの報酬であったと思います。

　 また自分が、この青年部会の部会長をさせていただくことになるとは思ってもいませんでしたが、皆

さんのご支援とご協力で全ての事業がしっかりと行うことが出来ました。自分にとって青年部会長での

様 な々経験は、とても価値のあることでした。と同時に、この機会を与えていただいたことに感謝をしてお

ります。

　 最後に12年間で出逢った多くの方 に々感謝を申し上げて、御礼とさせていただきます。令和2年度

新部会長のもとで、青年部会の更なる可能性に期待をいたします。ありがとうございました。

　 この度無事卒業を迎える事となりました。

　 入会時から振り返ると総務委員会と広報委員会がひとつとなり、新たに地域貢

献委員会が創設され、定年の延長や新しい事業の取り組み等、様 な々形で「 変

化」していく事と「 行動力」のある会であったように思います。

　 また、多くの役職を経験させて頂くことでたくさんの人と出会い、数 の々事業に参加することができ、

大変貴重な経験をさせて頂く事が出来ました。

　 そして、この卒業という日を迎えることが出来ましたのは諸先輩方の御指導、皆様のご協力のおかげ

と深く感謝申し上げるとともに、青年部の益 の々発展を心からお祈り申しあげます。

　 最後になりましたが、酒席においては国内にとどまらず数多くの失態をその「 行動力」でカバーして

頂いた皆様、どうかこれからもそこだけは「 変化」しない対応でよろしくお願い致します。

卒業にあたり
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新入会員紹介

新入会員紹介

出 雲 土 建 ㈱ 　 石　 飛　 善　 行

ヒ ロ シ ㈱ 　 落　 合　 和　 典

㈲ 米 江 組 　 米　 江　 　 将

今年度よ り 出雲地区建設業協会青年部会へ入会さ せていただき まし た出雲

土建株式会社の石飛善行と 申し ます。

建設業を 取り 巻く 環境が年々厳し く なっ てき ており 、 様々な問題がある と

思います。 中でも 工事現場で働く 技能労働者は 55 歳以上が 1/3 を占め、 10 年

後には大半が引退し てし まう と いう 状況にあり ます。 青年部では、 建設業に興味を 持っ ても

ら う ため、 土木の日のイ ベン ト や現場見学会など、 各事業者単位ではでき ないイ メ ージアッ

プに取り 組まれており 、 それに参加できるこ と は非常に意義のあるこ と と 思っ ています。

また、近年は激甚災害に指定さ れるよう な自然災害が毎年のよう に発生し ています。万が一、

有事の際には、 私たち地元建設業が協力し て大き な役割を 果たす必要があると 思います。 そ

のためにも 常日頃より 青年部の活動を通し て地域へ貢献するこ と が重要であると 思います。

今後も 建設業のイ メ ージアッ プ、 地域の守り 手と し ての取り 組み等に積極的に参加し たい

と 思いますので、 ご指導よろ し く お願いいたし ます。

今年度から 出雲地区建設業協会青年部会に入会さ せていただき まし たヒ ロ

シ株式会社の落合和典と 申し ます。

出雲工業高校を卒業し 電気工事業に 10 年勤めその後県内外のベンチャ ー企

業に勤めており まし たが、 ご縁をいただき ヒ ロシ株式会社に入社し まし た。

青年部会に入会するにあたり 初めは不安だら けでし たが、 先輩方の温かいご指導も あり 不

安はすぐ に解消さ れまし た。

経営研究委員会に所属し 、ボラ ンティ ア活動、農林高校の中学生一日体験入学、意見交換会、

高校生と の現場見学会、土木の日記念イ ベント など、様々な活動に参加さ せていただき まし た。

今後も 様々な活動を 通じ 、 建設業のイ メ ージアッ プや担い手確保、 そし て地域に無く ては

なら ない建設業の発展に少し でも 貢献でき ればと 思っ ており ます。

まだまだ至ら ぬ点も あるかと 思いますが、 精一杯頑張り ますのでご指導ご鞭撻の程よろ し

く お願いいたし ます。

今年度から 出雲地区建設業協会青年部会に入会さ せていただき、 総務広報

委員会で活動さ せていただいており ます、 ( 有 ) 米江組の米江将と 申し ます。

私は専門学校卒業後、 スポーツ 用品関係の会社に数年間勤務し ており まし

たが平成 21 年に家業であり ます弊社へ入社し 、 今に至っ ており ます。

今建設業界が抱えている課題と し て最初に挙げら れるのが、「 人材確保」 の課題です。

先日も 「 人材不足倒産」 の話題を ニュ ースで聞いており まし た。 建設業のみなら ずどの業

界も 同じ 悩みを抱えているよう です。

こ の課題がある中で、 いかに若者が建設業に対する魅力、 関心を 持っ ても ら えるか、 それ

が我々青年部の役目ではないかと 感じ ており ます。

私も 微力ながら 精一杯頑張り たいと 思っ ており ますので、 御指導の程よ ろ し く お願いし ま

す。








